＜別紙資料＞

「わたしたちの環境基本計画　お久しぶり全体会！」

～この９ヵ月とこれからをわかちあうためのワークショップ～

· この9ヵ月 成果と課題のまとめ
＜達成できたこと＞


◇米が穫れ、しかも完売！


◇グリーンマップ７学区完歩！（万博用マップまもなく完成）

◇のんびり村まつり開催！


◇環境配慮アンケート調査（900枚）！

◇地球温暖化モニター交流会２回開催！
◇天白川ウォークが実施できた！

◇排水浄化の動きが広がりを見せていること
◇環境まちづくり基本条例が通った！

◇事務局が動き出した！！


◇認知度が上がってきている（のんびり村、源流域元気の始動）

◇他団体との交流ができた！


◇新旧住民のふれあいが進んでいる

◇市民まつりが協力で成功したこと

◇ろうきん助成金獲得！

◇会員数の増加



◇事業収入


◇事務所を作った

＜今後の課題＞


◇事務所が欲しい



◇行政の情報をもっと積極的に出して欲しい

◇収益が期待できる事業の展開

◇横のつながりができていない

◇つながりを継続したい（情報、歓びの共有）
◇プロジェクト間の助け合い・イベント日の調整

◇ホームページ、メールマガジンの作成
◇情報の共有が不十分

◇市民へのＰＲ



◇もっとメンバーがほしい（会員増加）
◇市との共働



◇元まち研メンバーとの交流（はあと）

◇イベントが同一時期に重なりの調整

◇のんびり村の独立採算性の確保

◇温暖化防止を具体化すること

◇条例や計画の運営が肝（進行管理・チェック）

◇事務局機能の強化


◇寄付の募集

■ これから自分が日進の環境まちづくりでしたいこと　（順不同）
★関われる範囲でもう少し各ＰＪに参加する／情報の幅広い提供／ネット以外の市内各団体との関係を築く

★市民の中で話題になるＮＰＯになること（子ども会向けでＰＲ、アンテナハウスＯＰＥＮに期待、ホームページのＵＰ）／市民が会員になる動機づくり（楽しいネットワークに入れる、日当も出る、お得感が欲しい）／会員の盛り上がりづくり（ＰＪの情報交換、会員みんな必要だというカンジ…）

★農業ＰＪ、次年度さらなる拡大（加工分野…）／ＰＪ間のつながり

★活動と家事を両立させたい／各ＰＪ単位の活動だけでなくＰＪ間の連携で事業できたら面白い（例：エコ生活ＰＪとみどりいっぱいＰＪでエコ行動をすると苗木がもらえる）／会員に情報が伝わるようにしたい／市との共働事業ができたら（委託するだけでなく）／特定の人に負荷がかかる状況を何とかしたい

★活動できる条件をつくり、参加できる機会を増やしたい／ＩＴの活用でネットワークを広げたい

★環境にやさしい農業（無農薬、有機栽培）をもっと広げていきたい／会員をもっと増やしたい

★機会あるごとに仲間（スポーツ）に環境問題を説いて回り「実行・実働部隊」の輪を増やしたい

★収益性のある事業を探ってゆこうと思っている、突飛なことではなく極々普通な形の事業で、その為に協力者と仲良くしてゆきたい

★２月から事務所関係のお手伝いをしたい／横のつながり、新旧のつながりを考えていきたい
★行政と市民ネットとのパートナーシップの確立／情報の共有化を図る／共働を担保するような制度を確立

★できるだけ読者参加型の会報を定期的に発行しまっす！（誓いの手）

★メンバーを増やして、継続していけるような体制をつくって、無理なくやっていきたい（楽しみながらやりたい）／若い人がもっと参加していただけるように働きかける

★「文殊の智慧」の協力金と配布先の確保と確実な発行（よそを手伝っている場合でないかも…？）

★市との共働感の充実！／たくさん助成金や委託を取ってくる／アンテナハウスを成功させる！

★イベント等行事開催を中心とした地域コミュニティづくり／忘年会を含む環境寄合の継続実施

★正直どのように関わっていったらよいかわかっていない、ただ小学校区コミュニティＰＪを進めていく力になっていくべきだと…ぼんやりながら考えています

★人・モノ・金を長期にわたって確保する知恵とアンテナを持ち続けたい／自分と同レベル以上の市役所職員を増やしたい

★参加する時間をつくりたい／文化人類学会でハッピョー（５月）コミュニティ政策学会でもやれるんじゃないかな／大学祭で展示（近隣の大学でやればメンバー募集になる）／市民活動各論で担当してもらう

★個人として、各ＰＪのイベント等に関わっていきたいな～／環境の大事さをもっと広く伝えていきたい

★半年に一度は全体会やろーと言う→元ネットメンバーやまち研メンバーにも声かけて／理事会内でも全体会的な事をする

★みんなにやさしいＰＪのリーダーという責任ある立場にありながら、なかなか活動できないでいます（仕事が忙しいというのは単なる個人的な理由付けに過ぎないと考えています）、今後は各ＰＪのイベントや全体的なイベントの中で参加の輪に加わりながら、ＰＪの計画をできるだけできる範囲で進めていくことも大切なことだと思う、これも活動の進め方の在り方の大切なひとつ

★庁舎内の資源ごみの分別ができていないところがあるので、まち研メンバーとして協力していきたい／情報共有（ホームページ等）／稼げるＮＰＯ、ブランド品の販売
以上

